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１．調査範囲 

1.1 地域の自然的状況の調査範囲(文献調査の範囲) 

地域の自然的状況の調査範囲は、事業による影響が及ぶおそれがある範囲を含む流域界として、巴川合流

直後の布里地点より上流の流域の範囲とした(図 1.1参照)。このため、地域の自然的状況の調査範囲は、設

楽町、新城市の 1市 1町注)1にまたがる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設楽町(旧津具村)

新城市(旧作手村)

新城市(旧鳳来町) 

図 1.1 地域の自然的状況の調査範囲 

注)1.平成 17年 10月 1日に、設楽町と津具村が合併し、設楽町に、同じく新城市、鳳来町、作手村が合併し、新城市とな
った。 
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1.2 現地調査地域 

現地調査地域は、事業による影響が及ぶおそれがある範囲として、「対象事業実施区域及びその周辺の区域

から下流の布里地点までの豊川」の範囲とした(図 1.2参照)。なお、河川及びその周辺を主要な生息環境と

しない哺乳類及び鳥類の一部に関しては、ダム下流河川を除く、「対象事業実施区域及びその周辺の区域」を

調査地域とした。 

図 1.2 現地調査地域 
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2．調査すべき情報 

2.1 動物 

動物の調査すべき情報の整理の内容は、表 2.1に示すとおりとした。 

 

表 2.1 動物の調査すべき情報の整理内容 

整理内容

脊椎動物、昆虫類そ
の他主な動物に係る
動物相の状況

動物相の状況 ・確認種
・確認位置
・動物相の概況

※哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、底生動物、
　クモ類、陸産貝類を対象とした。

重要な種の分布 ・確認位置

重要な種の生息の
状況

・繁殖・産卵の時期や日周活動
・食性
・捕食・被食関係
・その他の種間関係
・行動範囲
・季節移動の状況及び移動経路
・繁殖場所

重要な種の生息環
境の状況

・生息環境の広がり
・生息地の成立条件となる環境の状況（植生、地形等）

注目すべき生息地
の分布

注目される理由と
なる動物の種の生
息の状況

注目される理由と
なる動物の種の生
息環境の状況

(注目すべき生息地は確認されなかった)

注目すべき生息地の
分布並びに当該生息
地が注目される理由
である動物の種の生
息の状況及び生息環
境の状況

調査すべき情報

動物の重要な種の分
布、生息の状況及び
生息環境の状況

  

2.2 植物 

植物の調査すべき情報の内容は、表 2.2に示すとおりとした。 

 

表 2.2 植物の調査すべき情報の整理内容 

整理内容

種子植物及びその他
主な植物に係る植物
相及び植生の状況

植物相の状況 ・確認種
・確認位置
・植物相の概況

※種子植物・シダ植物等、付着藻類、蘚苔類を対象とした。

植生の状況 ・群落の分布状況
・群落の構成種の状況

重要な種及び群落
の分布

・確認位置

重要な種及び群落
の生育の状況

・生活型
・他の植物との関係
・株数、植物高、胸高直径、面積

重要な種及び群落
の生育環境の状況

・生育環境の広がり
・生育地の成立条件となる環境の状況（土壌、地形等）

調査すべき情報

植物の重要な種及び
群落の分布、生育の
状況及び生育環境の
状況
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2.3 重要な種及び群落 

(1) 重要な種及び群落の抽出の考え方 

動物の重要な種、植物の重要な種及び群落は、学術上又は希少性の観点から重要なものとし、以下の

選定基準の一つ以上に該当するものとした。 

a 文化財保護法、愛知県文化財保護条例、設楽町文化財保護条例、旧鳳来町文化財保護条例、旧津具

村文化財保護条例及び旧作手村文化財保護規程に基づき指定された天然記念物 

b 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律に基づき定められた国内希少野生動植物種、

緊急指定種及び生息地等の保護区域 

c レッドデータブック(環境庁、環境省)又はレッドリスト(環境庁)の掲載種及び群落 

d 「愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブックあいち」の掲載種 

e その他専門家等により指摘された重要な種及び群落 

 

(2) 地域の自然的状況の整理において扱う重要な種及び群落 

上記の選定基準に該当する重要な種及び群落のうち、地域の自然的状況の整理において扱う重要な種

及び群落は、以下の一つ以上に該当するものを抽出した。 

1.文献調査により「地域の自然的状況の調査範囲」内における記録がある種及び群落。 

2.現地調査により「地域の自然的状況の調査範囲」内で確認された種及び群落(確認位置が不明な種

及び群落も含む)。 

 

(3) 環境影響評価の対象とする重要な種及び群落 

地域の自然的状況の整理において扱う重要な種及び群落のうち、調査、予測の対象とする重要な種及

び群落は、以下に該当するものを抽出した。 

1.現地調査により「調査地域（対象事業実施区域及びその周辺の区域から下流の布里地点までの豊

川）」内で確認され、かつ確認地点が明確な種及び群落。 

 

分類群毎のレッドデータブック(又はレッドリスト)の名称等は表 2.3及び 2.4に示すとおりである。 

表 2.3 レッドデータブック(又はレッドリスト)の名称等(環境省等) 
分類群 名称等 備考 

哺乳類 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
(哺乳類)(環境省 平成 14年 3月)  

鳥類 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
(鳥類)(環境省 平成 14年 8月)  

爬虫類、 
両生類 

改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
(爬虫類・両生類)(環境庁 平成 12年 2月)  

魚類 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
(汽水・淡水魚類)(環境省 平成 15年 5月)  

昆虫類、 
クモ類、 
底生動物 

環境庁報道発表資料 無脊椎動物(昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等)の
レッドリストの見直しについて(環境庁 平成 12年 4月) 

ホームペ
ージでの
情報 

陸産貝類 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
陸・淡水産貝類(環境省 平成 17年 7月)  

改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
植物 I(維管束植物)(環境庁 平成 12年 7月)  

種子植物・ 
シダ植物等 植物群落レッドデータブック(財団法人日本自然保護協会・財団法人世

界自然保護基金日本委員会 1996年 4月)  

付着藻類、蘚
苔類 

改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ 
(植物 II(維管束植物以外))(環境庁 平成 12年 12月)  

表 2.4 レッドデータブックの名称等(愛知県) 
分類群 名称等 備考 

動物 愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブックあいち－
動物編－（愛知県 平成 14年 3月） 

 

植物 愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブックあいち－
植物編－（愛知県 平成 13年 9月） 
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255 33 5 351 66 39 17 15 781

32.7% 4.2% 0.6% 44.9% 8.5% 5.0% 2.2% 1.9% 100.0%

(ha) 1468 153 47 5104 1168 302 832 562 9636

15.2% 1.6% 0.5% 53.0% 12.1% 3.1% 8.6% 5.8% 100.0%

2.70 2.73 1.31 0.72 0.67 1.62 0.24 0.32 -
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(%) (%) (%) 

4.7%   4.8% 0.0%

=a 54 53 53 53

=b 9 6 4 4
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92    15 5 111 6 13 1 11 254
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